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��月・ナイロビ開催の第�回交渉に向けて
世界では、プラスチック汚染が深刻な問題となっており、環境への負荷や健康への悪影響のみならず、気候変動を
悪化させることが問題視されています。世界全体でこれまでに生産されたプラスチックのうちリサイクルされたの
はたったの�％であるにも関わらず、����年までにプラスチックの製造量は�倍になるという推定もあります。
国境を超えるこの地球規模課題に世界的に取り組むため、国連環境総会では、プラスチック汚染を根絶する国際
枠組みの策定を目指す決議が採択され、����年の国際プラスチック条約採択に向けて動き出しています。
この条約を野心の高いものにし、国内の機運を高めるために、各界から情報提供や具体例・提案などをいただき、
相互理解を深めます。

��:��-��:��　開会挨拶・来賓挨拶
��:��-��:��　国際プラスチック条約交渉のこれまでとこれから
��:��-��:��　上流から下流まで、ライフサイクルでプラスチック
　　　　　　  汚染を減らすために
��:��-��:��　ステークホルダーからの声・提案・具体例
��:��-��:��　会場からの質疑
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参加方法

こちらからご登録ください
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